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る研究が多く行われている（Baur, 1988；Dietrich,1987；Meinel,1960；Prohl und Scheid, 
1991；Rieder,1990；Scheid,1989；Willimczik und Roth,1983）． 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                            















































































































































































                            











































































































⑤ 上記④の手順を解釈学的循環 34として繰り返す．  






































































































































































































































































































































































































































































まうために腕を動かせなかった（2000年９月 21日～2000年９月 26日，指導 23～24回目）．
また，ひとりで直立から背浮きになることを試みるが，Ｙの腰は沈んでしまい背浮きで浮







































































































丸くした伏し浮きを経過して立った（2000 年６月 29日，指導 14回目）．身体の傾きを利






































































































































































































































                            
39 類的核とは，個別的な動感形態からとらえられる，いつでも，どこでも，誰にとっても共通する，
類的に普遍化された動感形態，言い換えれば，多数に共通する一者を意味する（金子,2005b,pp.105-108）． 



































































































年 10月 13日記録）． 
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